
新潟県へ進出したのはなぜ？

株式会社サーバーワークス
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自己紹介

所属・氏名

株式会社サーバーワークス サービス管掌 執行役員

玉木 雄二（たまき ゆうじ）

1970年 新潟市生まれ川崎市育ち

好きなAWSサービス： cloudwatch

1990年代

ネットワーク系ベンチャー企業でCisco・SUN・NOKIAなどのネットワーク・

サーバー系エンジニアに従事

2000年代

IP電話の分野で、商用IP-PBX（Asterisk）の製品企画・開発などに従事

大手ネットワークサービス会社の運用サービスのコンサルティングを実施

2015年～ サーバーワークスにジョイン

（株）スカイ３６５（当社関連会社） 取締役

大手企業のAWSプロジェクトのプロジェクトマネージャーなどを担当

サーバーワークスで製造部門の多くを立ち上げ
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東京の他、
大阪・仙台・福岡

現在はリモートワークを
基本として日本全国からお客

様をサポート

主な拠点

サーバーワークスは、AWSの専業クラウドインテグレーター<構築と移行、運用のプロフェッショナル>です

サーバーワークスについて

本社所在地 〒162-0824 東京都新宿区揚場町1-21

代表者 大石 良

設立 2000年2月21日

資本金 3,255,144,659円

従業員数 381名(連結) 270名(単体) ※2024年2月末日現在

事業内容 AWS専業のクラウドインテグレーター

営業所 大阪・仙台・福岡

資格等 AWS Premier Tier Services Partner
AWS Managed Service Provider Partner
AWS Migration Services Competency Partner
ISO /IEC 27001（JIS Q 27001）

主な株主 弊社役員、株式会社テラスカイ
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社、
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ

関連会社 株式会社G-gen（東京都新宿区）
株式会社スカイ３６５（北海道札幌市）
株式会社トップゲート（東京都新宿区）
パーソル＆サーバーワークス株式会社（東京都千代田区）
富士フイルムクラウド株式会社（神奈川県横浜市）

エンジニア

営業・バックオフィス

関連会社
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沿革

2000年
創業

- 2009年
• AWS専業のクラウドインテグレーター

としてソリューション提供を開始

• Cloudworksをリリース
(現Cloud Automator)

- 2004年

• 大学向け合否照会
システムの運用開始

2019年
• 東証マザーズ上場

(証券コード4434)

- 2017年
• AWS運用自動化サービス

「Cloud Automator」
提供開始

• 大阪オフィス、
仙台オフィスを開設

• 米国カリフォルニア州に
CAオフィスを開設

2021年
・東京証券取引所市場第一部に
    上場市場変更

・株式会社G-gen を設立し
Google Cloud 事業に本格参入

- 2013年
• AWS Solution 

Providerに認定

• 福岡オフィスを開設

• Salesforceに強みを持
つ株式会社テラスカイ
と資本・業務提携

2022年
• 東京証券取引所の市場区分の再編により

東京証券取引所市場第一部から
プライム市場へ移行

• トップゲートの株式を取得し
完全子会社化

2023年
• AWSの導入実績が1,100社を突破

• AWS最上位パートナーである
AWS プレミアティアサービス
パートナーに

10年継続して認定

• 東京証券取引所の規則改正に伴い
スタンダード市場を選択移行

ターニングポイント



5

2016年2月 2017年2月 2018年2月 2019年2月 2020年2月 2021年2月 2022年2月 2023年2月

売上実績

+158%
(前期比)

172億

円

高い成長率を維持し、お客様のビジネス支援を拡大しています
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AWSの専門家が、数多く在籍

サーバーワークスには、Amazonが認定している、

AWS公式の認定資格保持者が多数在籍しています

資格は、AWSを利用したソリューション設計、運用、
トラブルシューティングなど、各分野に分かれています

特にこの2つは、
AWS認定技術者の中でも

包括的な経験と知識がある

“プロフェッショナル”

に与えられる資格です。

AWS認定技術者
■ 【97名】Solution Architect Professional

■ 【70名】DevOps Engineer Professional

■ 【139名】 Solution Architect Associate

■ 【94名】 Developer Associate 

■ 【92名】 Sysops Administrator Associate

■ 【71名】 Security Specialty

■ 【49名】 Advanced Networking Specialty

■ 【36名】 Machine Learning Specialty 

■ 【56名】 Database Specialty 

■ 【44名】 Data Analytics Specialty

■ 【33名】 SAP on AWS Specialty
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表彰履歴と認定

AWS パートナーの中でもトップの

”AWS プレミアティア サービスパートナー”に、10年継続 して認定されています

AWS マネージドサービスプロバイダー

AWS デジタルワークプレイスコンピテンシー

AWS 移行コンピテンシー

AWS Well-Architected パートナー

AWS 公共部門パートナー

Amazon Connect サービスデリバリープログラム

Amazon Redshift サービスデリバリープログラム

AWS プレミアティア サービスパートナー
(2014 / 2015 / 2016 / 2017 / 2018 / 2019 / 2020 / 2021 / 2022 / 2023)

受賞歴

パートナーアワード (2013)

パートナーアワード 事例部門（2014）

APN Customer Success of the Year 2017 – Japan (2017)

多くの認定を獲得
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サーバーワークスが選ばれる５つの理由

2 最上位の認定パートナー

満足度95%以上
※2022年6月～2023月4月末までのデータ

人と企業に寄り添う
クラウドインテグレーター

1

4
豊富なノウハウで
導入から運用保守まで
ワンストップ対応

5
AWS公認の
国内トップの技術力

3
クラウド専業で
唯一の東証上場企業

95%

サーバーワークスがお客様に選ばれている理由をご紹介いたします

我々は、”一緒に最良のシステムを実現できる”より良いパートナーであるために、

常に最新の技術をお客様へご提供いたします
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※順不同

導入実績

19,600以上のプロジェクト 1,270社を超えるAWS導入実績
共通基盤 コールセンター 運用支援 個別システム

トレーニング



新潟進出の目的と経緯
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何で新潟？

2024年の夏・・・それは突然だった・・・
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何で新潟？

了解ですー。GNCさんと調整しますー

社員A

この前飲んでる席で約束した件だけど。GNCさんと新潟競馬行こうよー

サーバーワークス代表取締役社長 大石
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何で新潟？

何か出張理由ある？

サーバーワークス代表取締役社長 大石

ないですー。競馬は理由にならないですよね？？

社員A

わかった。私の同級生が新潟県庁にいるから挨拶に行こうー

サーバーワークス代表取締役社長 大石
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何で新潟？

やあー久しぶり！！

サーバーワークス代表取締役社長 大石

新潟進出の件でいいんだよね？

新潟県庁職員A

まあ・・・そんなとこ。一旦、説明利かせて・・・

サーバーワークス代表取締役社長 大石
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何で新潟？

未来創造立地産業促進補助金（新潟県）

地域ICT立地強化雇用創造事業（新潟県）

デジタル・イノベーション企業立地促進補助金（新潟市）
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何で新潟？

了解ですー。故郷に錦を飾る的ですねー

社員B

これ、いいじゃん！戻って直ぐに検討して～

サーバーワークス代表取締役社長 大石

それは・・・やだ～

サーバーワークス代表取締役社長 大石
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何で新潟？

了解ですー。
目的は、エンジニアリングの体制強化で事業計画を進めますー

（AWSから指摘されていたから丁度よかった～）

社員B

経営会議向けの上程進めてー

サーバーワークス代表取締役社長 大石

OK－。

サーバーワークス代表取締役社長 大石



新潟拠点の計画と現状
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新潟の拠点は？

新潟駅から徒歩2分 INPEX新潟ビルディング
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新潟で何をするの？

AWSビジネス強化

AWS（将来Google Cloudも）の構築・オペレーションやセ
キュリティサービスを提供するエンジニア専門の拠点

1

地域のAWSパートナーを支援

営業拠点ではなく、エンジニア拠点とすることで、地域の
AWSパートナーを技術的な側面で支援して新潟県の企業への
AWSの活用を推進

3

クラウド人材の育成

新卒採用を積極に取り入れて、実践を通してAWSエンジニア
を育成

2

人員計画は
次ページへ
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新潟オフィスのビジネス計画

新規雇用

新潟県内での採用ではなく、他県からのUターン・Iターンでの積極採用を目指す

他県からの移住を増やすことが、新潟県および新潟市が企業へ助成金を出すだす目的となるので、

その意図に沿う形での採用を積極的にする

専門学校の学生を中心に新卒採用も一定数確保を目指す

学生採用は、新潟県に留まってもらう魅力ある企業を増やすことで、若い世代の流出を防ぐ

3月1日
新潟オフィス操業開始

予定

12月～：Uターン・Iターンを中心
に30名新規採用予定

新潟事業規模：50名程度（5年以
内）

2024/09 2024/12 2025/03 2025/06 2025/09 2025/12 2026/03 2026/06 2026/09 2026/12 2027/03

3月～：新卒中心に採用予定

具体的な時期などは
乞うご期待
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